
書面作成例【募集届出書】

様式第１（第３条第１項関係）

募集届出書

令和○年○月○日

経済産業大臣 殿

名称 株式会社経産カントリーゴルフ倶楽部

代表者氏名

住所

代表取締役 経 産 太　郎

愛知県○○市○丁目○番○号

052 951-0598電話番号 ( )

ゴルフ場等に係る会員契約の適正化に関する法律第３条第１項の規定により、下記のとおり届

け出ます。

記

Ⅰ．会員制事業者に関する事項

１．会員制事業を行うのに必要な資金の額及びその調達方法

金 額

必要な資金の額 百万円3,300

自己資金 百万円370
調
預 託 金 百万円1,800

達
借 入 金 百万円500

方
そ の 他 百万円630

法
合 計 百万円3,300

注１ 「その他」の金額は、入会登録料及び消費税です。．

注２．当社では預託金を入会保証金と称しておりますが、本届出書においては「預託金」

に統一しております。



２．指定役務に係る施設を所有権以外の権原に基づいて占有する場合にあっては、当該権原の

内容

権 利 関 係 の 内 容 権利の存続期間

土地に 借地権 平成 年４月１日～10

係 る 貸主 文部カントリー株式会社 平成 年３月 日30 31

権 利 （代表取締役 文部 一郎） 契約の期間

物件 愛知県○○市○○町○○番 年間20

地積 ㎡（公簿）132,400

賃借権 平成５年９月１日～

貸主 経産 太郎 他５名 平成 年８月 日20 31

物件 愛知県○○市○○町○○番 契約の期間

地積 ㎡（公簿） 年間19,887 15

その他 賃借権 契約日

の 貸主 文部カントリー株式会社 平成 年４月１日10

権 利 （代表取締役 文部 一郎）

物件 スタートハウス １棟 契約の期間

茶 店 ２棟 会社が定める

避難小屋 ９棟

注．当社は、平成 年４月１日に文部カントリー株式会社と賃貸借契約を締結し、当ゴル10

フ場に係る会員募集およびゴルフ場運営に関する権原を取得しました。

３．会員制事業者の資本の額又は出資の総額

資本の額又は出資の総額 百万円500

注．１株 円、 株発行50,000 10,000

４．主要株主の氏名又は名称

保有する株式の数
氏名又は名称 割合
（ ふ り が な ）

又は出資の金額

文部カントリー株式会社 株 ％7,000 70
も ん ぶ か ん と り ー

通産 太郎 株 ％1,800 18
つ う さ ん たろう

通産産業株式会社 株 ％1,000 10
つうさんさんぎょう



５．他に行っている事業の種類

( )ガソリンステーション1

( )損害保険代理業2

( )貸事務所業3

( )貸家業4

( )ボウリング場5

( )テニス場6

( )ゴルフ・バッテング・テニス練習場7

注．上記のうち( )及び( )は現在開業しておりません。1 2

６．会員契約代行者をして会員契約の締結の代理又は媒介を行わせる場合にあっては、その氏

名又は名称及び住所並びに法人にあってはその代表者の氏名

株式会社経済産業 代表取締役 経済 一郎 東京都○○区○○町○番地 ○○ビル

Ⅱ．会員契約に関する事項

１．指定役務の内容

指定役務に係る施設の所在地 愛知県○○市○○町○○番地

愛知高原ゴルフ倶楽部

指定役務に係る施設のホール数 ホール36

指定役務に係る施設の敷地面積 ㎡ （公簿）1,159,987

注．利用できるサービス、施設等

練習場（ 打席 夜間照明付）24

クラブハウス（ロッカー室、浴室、レストラン、宴会場）

２．指定役務に係る施設についての計画の内容

該当なし（平成８年 月３日に全ての施設が開設しています ）12 。

３．会員の数についての計画

会員の種類 契約締結予定数 提 供 さ れ る 役 務 の 内 容

新規募集 口700

正会員 口 当ゴルフ場の休場日を除く全日開場時間内に、500

第二次募集 当倶楽部の定めに基づき利用できます。

平日会員 口 当ゴルフ場の休場日、土曜日、日曜日、祝日を200

第二次募集 除いた日の開場時間内に、当倶楽部の定めに基

づき利用できます。

口会員権分割による募集 1,000

正会員 口 当ゴルフ場の休場日を除く全日開場時間内に、1,000

分割募集 当倶楽部の定めに基づき利用できます。



注１．既存会員

正会員第一次募集 口1,000

平日会員第一次募集 口250

なお、最終募集会員数は 口です。3,000

注２．会員権分割による募集について

・分割対象

正会員第一次募集（ 口）を対象として、会員権の分割を実施します。1,000

・分割方法

現在の会員権（正会員第一次募集、預託金額 万円）１口を新会員権（正会員600

分割募集、預託金額 万円）２口に分割します。300

・新会員権に係る預託金の据置期間

新会員権の預託金据置期間は、新預託金証書発行の日から起算して 年間としま10

す。

・その他

新会員権のうち１口は、現在登録されている会員の名義とします。他の新会員権

、 、 。について名義登録をされない場合は 休会員として扱い 年会費は発生しません

会員権の分割に伴い発生する名義登録料は無料です。

４．契約者がある場合にあっては契約者の数についての計画及びその計画の内容

契約者の種類 契約締結予定数 提 供 さ れ る 役 務 の 内 容

名誉会員 口 正会員の場合と同じ5

特別会員 口 正会員の場合と同じ15

５．指定役務に係る施設について、会員及び契約者以外の者に利用させる場合にあっては、そ

の内容

・会員の同伴または紹介を受けた第三者（ビジター）

・当社が主催又は共催する競技会（プロゴルファーの競技を含む）の出場者

・従業員教育（キャディ教育等）及び従業員の福利厚生のための当社グループ従業員

６．拠出金の種類及び額

会 員 の 種 類 入 会 金 預 託 金 その他の金銭 合 計

正会員第一次募集 千円 千円 千円 千円1,000 6,000 50 7,050

正会員第二次募集 千円 千円 千円 千円1,000 3,000 50 4,050

正会員分割募集 千円 千円－ －3,000 3,000

平日会員第一次募集 千円 千円 千円 千円1,000 2,000 50 3,050

平日会員第二次募集 千円 千円 千円 千円500 1,500 25 2,025

注 「その他の金銭」は入会金に係る消費税です。．



７．会員に預託金を支払わせる場合にあっては預託金の額及び据置期間並びに返還を担保する

措置の有無等

会 員 の 種 類 預 託 金 合 計預託金据置期間 契約締結予定数

正会員第二次募集 千円 年 口 百万円3,000 10 500 1,500

平日会員第二次募集 千円 年 口 百万円1,500 10 200 300

合 計 口 百万円－ － 700 1,800

担保措置の有無 なし

注．預託金措置期間は、預託金証書発行の日から起算します。

８．会員契約の変更に関する事項

・天災地変、経済情勢の変化その他やむを得ない事由があるときは、理事会の承認を得て

預託金の据置期間を延長することがあります。

・将来において、天災地変、法令の改廃等、会社の責めによらない事由によって、建物や

ゴルフコースが損壊した場合は、会員の定数の変更や会員に費用の一部負担を依頼する

ことがあります。

９．会員契約の解除に関する事項

( )会員の数についての計画を変更する場合において会員が会員契約を解除することができ1

る旨の定めがあるときは、その内容

会員契約を解除することができる旨の規定はありません。

( )その他会員契約の解除に関する事項（クーリング・オフを含む）2

①ゴルフ場等に係る会員契約適正化に関する法律第５条第２項の書面を受領した日から

起算して８日を経過する日までの間に書面で会員契約を解除する旨当社に通知するこ

とにより、当該会員契約を解除することができます。この場合は、受領した金銭の全

額を返済し、違約金を請求しません。

②会員は、退会しようとするときは、退会しようとする日の１ヶ月前までに書面をもっ

て理事長へ届け出なければなりません。

、 、 。③会員は 次の各号に該当するときは 理事会の決議により除名される場合があります

・会則その他諸規則に違反したとき。

・倶楽部の名誉を毀損し、または秩序、エチケットを乱す行為があったとき。

・年会費等の支払を怠って６ヶ月以上経過したとき。

。・集団的にまたは常習的に暴力的不法行為を行うおそれがある者と認められるとき

④会員は、次の各号に該当するときは、会員資格を喪失します。

・会員資格の譲渡

・死亡又は法人会員たる法人の解散

・退会又は除名

．損害賠償額の予定（違約金を含む）に関する定めがあるときは、その内容10

プレー日の３日前の正午以降に予約をキャンセルされた場合は １組につき 円のキャ、 3,000

ンセル料をいただきます。



．会員契約に基づく会員の債権に関する事項11

区 分 有無 具 体 的 内 容

譲渡に関する 有 会員は理事会の承認を得て会員の債権を譲渡することができま

定め す。

譲渡を受けようとする者は、理事会の承認を得た後、当ゴルフ場

の定めた名義書換料を当ゴルフ場に支払わなければなりません。

名義書換料の額は附属規定において定めます。

相続に関する 有 会員が死亡した場合、その相続人の一人は、理事会の承認を得て

定め 会員としての債権を相続することができます。

相続を受けようとする者は、理事会の承認を得た後、当ゴルフ場

の定めた名義書換料を当ゴルフ場に支払わなければなりません。

名義書換料の額は附属規定において定めます。

譲渡に関する 無

あっせん

．指定役務の提供を制限する定めがあるときはその内容12

( )会員は、次の各号に該当するときは、理事会の決議により一定期間会員資格を停止され1

る場合があります。

・会則その他諸規則に違反したとき。

・倶楽部の名誉を毀損し、または秩序、エチケットを乱す行為があったとき。

・年会費等の支払を怠って６ヶ月以上経過したとき。

・公序良俗に反する行為をなす恐れがあるとき。

・その他の理由により当ゴルフ場を利用されることが好ましくない行為があったとき。

・当ゴルフ場ならびに当ゴルフ場従業員に対して好ましくない事由があるとき。

・技術未熟またはマナーに欠け、他の利用者に著しく迷惑をおよぼしたとき。

・その他利用約款に違反したとき。

( )当社は、次の各号に該当するときは、施設の利用を制限することがあります。2

・満員でスタート時間に余裕がないとき。

・降雪・雷・台風・霧・地震・火山活動・戦争等の天災・天候その他やむを得ない事情

によりゴルフ場を閉鎖するとき。

・当社の主催あるいは共催する競技会を行うとき。なお、練習日・コース整備日も含み

ます。

・施設の修復・改善・改築等を行うとき。

： 指定役務に係る施設の概要が分かる図」添付書類 「

コースの配置図（レイアウト）及び各コースの合計距離、合計パー数を記載した図
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